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文
人
外
交
官
程
順
則
の
「
旅
」
の
生
涯

中

村

春

作

一

程
泰
祚
と
程
順
則

近
世
琉
球
を
代
表
す
る
儒
者
の
ひ
と
り
程

順

則
（
一
六
六
三
～

て
い
じ
ゆ
ん
そ
く

一
七
三
四
）
は
、
外
交
官
、
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
優
れ

た
詩
文
を
遺
し
た
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
旅

を
生
き
た
」
七
十
二
年
の
生
涯
の
軌
跡
は
、
近
世
期
の
清
ー
琉
球

ー
江
戸
を
つ
な
ぐ
文
化
交
流
、
伝
達
に
お
け
る
貢
献
で
際
立
っ
て

い
る[

１]

。

晩
年
の
役
職
名
の
ち
な
み
で
名
護

親

方
と
呼
ば
れ
、
名
護
聖
人

う
ぇ
ー
か
た

と
も
敬
称
さ
れ
る
程
順
則
は
、
久
米
村
程
氏
の
七
世
と
し
て
生
ま

れ
た
。
父
は
程
泰
祚
。
母
は
鐘
氏
、
真
饒
古
樽
。
父
程
泰
祚
は
も

た
い

そ

ま

ね

く

だ
る

と
も
と
、
福
建
か
ら
の
移
住
民
、
い
わ
ゆ
る
久
米
村
「
閩
人
三
十

び
ん
ひ
と

六
姓
」
の
一
族
で
は
な
く
、
王
府
首
里
の

京

阿
波
根
親
雲
上
実
基

き
よ
う

あ

は

ご
ん

べ

ー

ち
ん
さ
ね
も
と

の
五
世
の
孫
、
外
間
筑
登
之
実
房
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、

ほ
か

ま

ち
く
ど

ぅ

ん

さ
ね
ふ
さ

そ
の
才
を
見
込
ま
れ
て
久
米
村
の
程
氏
を
継
ぎ
、
外
交
官
「
通
事
」

と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
孔
子
廟
創
建
事
業
に
も

関
わ
っ
た
経
歴
を
も
つ
。

程
泰
祚
は
、
一
六
六
三
年
（
尚
質
一
六
、
康
熙
二
）
、
「
謝
恩
存

留
通
事
」
と
し
て
清
国
に
派
遣
さ
れ
、
福
州
琉
球
館
に
三
年
間
滞

在
、
そ
の
後
、
一
六
七
三
年
（
尚
貞
五
、
康
熙
一
二
）
に
「
進
貢

都
通
事
」
と
し
て
再
度
福
州
に
赴
く
が
、
閩
江
河
口
に
あ
る
著
名

な
岩
礁
群
「
五
虎
門
」
に
さ
し
か
か
っ
た
際
、
海
賊
の
襲
撃
に
遭

い
、
激
戦
の
な
か
で
重
傷
を
負
っ
て
し
ま
う
。
当
時
、
琉
球
は
二

年
に
一
度
、
清
朝
の
北
京
に
朝
貢
使
節
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ
れ

は
文
字
ど
お
り
命
が
け
の
旅
で
も
あ
っ
た
。
海
流
や
天
候
の
急
変
、

台
風
に
よ
る
遭
難
の
み
な
ら
ず
、
海
賊
の
来
襲
も
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

『
程
氏
家
譜
』[

２]

に
は
、
同
年
三
月
三
日
に
那
覇
を
「
開
船
」

し
て
「
十
八
日
黎
明
、
閩
の
界
外
に
到
り
塘
地
に
竿
す
る
に
、
方

と
う

ち

さ
お

に
賊
船
十
三
隻
に
突
遇
す
。
辰
時
よ
り
戦
ひ
申
刻
に
至
る
時
、
泰

祚
重
傷
を
被
り
閩
に
進
み
て
療
治
す[

其
の
時
、北
京
大
文
張
承
宣
、

湧
田
親
雲
上
宗
恒
、
並
び
に
水

梢

四
名
戦
死
す
（
「
梢
」
は
舵
取

べ

ー

ち
ん

す
い
し
よ
う

り
）]

、

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
琉
球
王
国
の
外
交
文
書

…
…

の
集
成
『
歴
代
宝
案
』
に
は
、
「
賊
に
砲
を
用
ひ
て
打
死
せ
ら
る
る

随
伴
四
人
、
傷
つ
け
ら
る
る
も
の
二
十
余
人
に
し
て
、
本
船
、
正

に
危
急
に
在
り
」
等
々
、
こ
の
時
の
様
子
が
生
々
し
く
記
録
さ
れ

て
い
る[
３]

。
こ
の
後
、
救
援
に
駆
け
つ
け
た
中
国
艦
船
の
助
け
を

得
て
、
程
泰
祚
は
な
ん
と
か
福
州
に
上
陸
し
て
傷
を
癒
や
し
た
後
、
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翌
年
一
月
北
京
に
入
貢
し
て
、
無
事
役
目
を
果
た
し
た
も
の
の
、

今
度
は
そ
の
帰
途
、
清
朝
に
謀
叛
し
た
「
三
藩
の
乱
」
に
遭
遇
し
、

閩
を
本
拠
と
す
る
靖
南
王
耿
精

忠

の
難
を
避
け
て
、
蘇
州
に
在
留

こ
う
せ
い
ち
ゆ
う

し
た
ま
ま
不
幸
に
し
て
病
を
得
、
一
六
七
五
年
九
月
、
四
十
二
歳

を
も
っ
て
蘇
州
府
胥
門
外
天
妃
宮
に
お
い
て
客
死
を
遂
げ
て
い
る
。

こ
の
父
泰
祚
の
難
死
と
程
順
則
一
家
の
悲
運
に
つ
い
て
は
ま
た
後

に
触
れ
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず
は
、
子
順
則
の
生
涯
を
概
観
し

て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

程
順
則
は
一
六
六
三
年
（
尚
質
一
六
）
の
生
ま
れ
、

童

名
は
思

わ
ら
び
な
ー

う
み

武
太
、
字
は

寵

文
、
号
は
念
菴
。
十
二
歳
で
「
若
秀
才
」
、
十
四

ん

た

ち
よ
う
ぶ
ん

ね
ん
あ
ん

歳
で
「
秀
才
」
に
挙
げ
ら
れ
元
服
し
、
十
五
歳
で
家
統
を
継
い
で

「
真
和
志
間
切
古
波
蔵
地
頭
職
」
と
な
る
（
「
間
切
」
は
琉
球
時
代

ま

わ

し

ま

ぎ
り

こ

は

ぐ
ら

の
区
画
の
こ
と
）
。
一
六
八
三
年
に
は
「
通
事
」
に
陞
り
、
「
勤
學

つ
う

じ

き
ん
が
く

の
事
の
為
」
謝
恩
紫
金
大
夫
王
明
佐
国
場

親

方
に
随
い
渡
唐
し
、

し

き
ん
た
い

ふ

こ
く

ば

う
え
ー
か
た

福
州
に
四
年
間
滞
在
し
て
陳
元
輔
、
竺
天
植
に
学
ん
だ
経
歴
を
持

つ
（
「
勤
學
」
と
は
私
費
留
学
生
の
こ
と
）
。
彼
は
こ
の
一
回
目
の

渡
唐
以
降
、
生
涯
に
計
五
度
中
国
に
赴
い
て
い
る
。
ま
た
一
七
一

四
～
一
五
年
（
尚
敬
二
～
三
、
正
徳
四
～
五
）
に
は
、
慶
賀
正
使

尚
監
與
那
城
王
子
朝
直
、
謝
恩
使
尚
永
泰
金
武
王
子
朝
祐
に
随
い
、

よ

な

し
ろ

き

ん

国
王
の
文
書
に
与
る
「
掌
翰
史
」
と
な
り
、
薩
摩
、
大
坂
、
京
都
、

中
山
道
経
由
で
琉
球
と
江
戸
と
の
間
の
往
還
、
い
わ
ゆ
る
「
江
戸

立
ち
（
江
戸
上
り
）」
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
度
重
な
る
公
務
出
張
の
合
間
、
順
則
は
「
講
解
師
」

「
漢
字
筆
者
」
と
し
て
国
家
の
文
教
政
策
に
携
わ
り
、
一
七
〇
四

年
に
は
「
王
世
子
尚
純
公
、
王
世
孫
尚
益
公
の
召
を
蒙
り
、
毎
夜

四
書
を
侍
講
し
、
夕
に
唐
詩
を
講
」
じ
、
一
七
一
〇
年
に
は
「
命

を
奉
じ
て
春
秋
、
貞
觀
政
要
を
講
じ
」
て
い
る
（
『
家
譜
』
）
。
ま

た
、
一
七
一
九
年
（
尚
敬
七
、
康
熙
五
八
）
中
国
か
ら
や
っ
て
き

た
冊
封
使
（
正
使
海
宝
、
副
使
徐
葆
光
）
の
一
行
、
総
勢
六
四
九

じ
よ

ほ

こ
う

人
の
接
待
、
対
応
に
当
た
り
、
江
戸
に
も
流
通
し
た
冊
封
記
録
『
中

山
伝
信
録
』
で
著
名
な
徐
葆
光
と
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
多
方

面
で
活
躍
し
た
。

一
七
一
五
年
に
は
紫
金
大
夫
に
昇
任
し
て
久
米
村
総
役
「
總
理

唐
榮
司
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
晩
年
の
六
十
六
歳
に
は
「
名
護
間
切
總

と
う
え
い

し

ま

ぎ
り

地
頭
職
」
を
拝
命
し
た
。
没
し
た
の
は
一
七
三
四
年
（
尚
敬
王
二

二
）
一
二
月
、
享
年
七
十
二
。
彼
は
そ
の
生
涯
の
う
ち
足
か
け
十

五
年
間
を
公
務
で
外
地
に
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
し
く
「
旅

を
生
き
た
琉
球
人
」
を
象
徴
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

琉
球
（
沖
縄
）
で
は
、
中
国
へ
の
旅
を
「
唐
旅
」
、
日
本
へ
の
旅
を

と
う
た
び

「
大
和
旅
」
と
呼
ん
だ
。
程
順
則
の
人
生
は
こ
の
二
つ
の
「
旅
」

や

ま
と
た
び

に
関
わ
っ
て
展
開
し
た
。
彼
は
、
琉
球
王
国
が
そ
の
存
立
上
関
わ

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
二
つ
の
大
国
の
は
ざ
ま
を
、「
旅
」
し
て
生

き
た
の
で
あ
る
。

程
順
則
は
公
務
上
の
事
績
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
公
務
の

「
旅
」
を
通
じ
て
、
ま
た
「
旅
」
の
あ
い
ま
に
、
文
化
史
上
、
思

想
史
上
の
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
福
州
在
住
の
士
人
と
深

く
交
流
し
、
琉
球
に
学
問
所
「
明
倫
堂
」
創
設
を
献
策
し
て
実
現

し
、
琉
球
儒
学
史
を
初
め
て
著
し
、
『
六
諭
衍
義
』
を
江
戸
期
日
本

り
く

ゆ

え
ん

ぎ

に
も
た
ら
し
、
新
井
白
石
に
面
談
し
て
そ
の
琉
球
研
究
に
貢
献
し

た
人
物
が
、
程
順
則
で
あ
っ
た
。
彼
が
清
ー
琉
球
ー
江
戸
を
つ
な



- 17 -

ぐ
文
化
交
流
の
歴
史
に
残
し
た
功
績
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

以
下
、
彼
が
「
旅
」
し
た
い
く
つ
か
の
場
面
を
た
ど
り
つ
つ
、

生
涯
の
軌
跡
と
そ
の
文
化
史
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

二

詩
人
と
し
て
、
文
化
の
伝
達
者
と
し
て

程
順
則
三
度
目
の
渡
唐
は
一
六
九
六
年
（
尚
貞
二
八
、
康
熙
三

五
）
、
「
進
貢
大
通
事
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
耳
目
官
（
進
貢
正
使
）
毛

天
相
池
城
親
雲
上
安
倚
、
正
議
大
夫
（
進
貢
副
使
）
鄭
弘
良
大
嶺

べ

ー

ち
ん

親
雲
上
に
随
っ
て
福
州
か
ら
北
京
を
往
復
し
た
二
年
間
の
旅
で
あ

べ

ー

ち
ん

っ
た
。
こ
の
時
順
則
は
そ
の
公
務
の
道
す
が
ら
各
地
で
詩
を
詠
み
、

寄
留
地
福
州
に
戻
っ
て
か
ら
、
漢
詩
集
『
雪
堂
燕
遊
艸
』
に
ま
と

せ
つ
ど
う
え
ん
ゆ
う
そ
う

め
、
そ
こ
で
板
行
し
て
い
る
（
一
六
九
八
年
）[

４]

。

後
に
冊
封
副
使
と
し
て
来
琉
し
た
徐
葆
光
が
程
順
則
に
贈
っ
た

じ
よ

ほ

こ
う

詩
が
残
っ
て
い
る[

５]

。

陪
臣
朔
望
至
館
起
居
、
贈
紫
金
大
夫
程
順
則

海
外
初
逢
有
故
情

當
年
職
貢
日
邊
行

舊
遊
曾
賦
皇
居
壮

朝
士
猶
傳
白
雪
聲

異
域
相
親
惟
使
日

重
溟
難
隔
是
詩
名

紫
巾
鶴
髪
來
迎
客

衆
裏
知
君
心
已
傾

海
外
に
初
め
て
逢
ふ
に
故
情
有
り

當
年
の
職
貢
日
邊
に
行

は
る

舊
遊
曾
て
賦
す
皇
居
の
壮

朝
士
猶
ほ
傳
ふ
白
雪
の
聲

異
域
に
相
親
し
む
は
惟
だ
使
す
る
の
日

重
溟
も
隔
て
難
し

是
の
詩
名

紫
巾
鶴
髪
來
り
て
客
を
迎
ふ

衆
裏
に
知
る
君
が
心
の
已
に

傾
く
を

中
国
か
ら
の
冊
封
使
が
琉
球
で
起
居
し
た
館
を
「
天
使
館
」
と

称
し
た
が
、
そ
こ
に
紫
金
大
夫
で
白
髪
の
程
順
則
が
挨
拶
に
訪
れ

た
こ
と
へ
の
礼
を
述
べ
た
詩
で
あ
る
。「
紫
金
大
夫
」
は
久
米
村
最

高
の
位
階
。
こ
の
詩
に
は
「
字
寵
文
、
工
詩
、
前
充
貢
使
至
京
、

有
『
燕
臺
集
』
」
と
す
る
原
注
が
あ
り
、
『
燕
臺
集
』
は
『
雪
堂
燕

遊
艸
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
社
交
的
言
辞
を
も
含
む

表
現
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
程
順
則
が
何
よ
り
詩
人
と

し
て
中
国
知
識
人
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
中
国
福
州
に
は
、
琉
球
国
の
出
張
所
「
琉
球
館
」（
中
国
名

称
は
「

柔

遠
駅
」
）
が
あ
り
、
北
京
に
派
遣
さ
れ
る
役
人
、
福
州

じ
ゆ
う
え
ん

で
学
ぶ
「
勤
學
」、
北
京
国
子
監
で
学
ぶ
「
官

生

」、
そ
し
て
中
国

き
ん
が
く

か
ん
し
よ
う

に
漂
着
し
た
漁
民
等
も
そ
こ
に
滞
在
、
滞
留
す
る
の
が
き
ま
り
で

あ
っ
た
。
福
州
か
ら
北
京
へ
の
路
程
は
、「
北
京
を
目
指
す
使
節
は
、

福
州
か
ら
船
で
閩
江
を
さ
か
の
ぼ
り
、
南
平
で
建
渓
に
入
っ
て
浦

城
ま
で
行
き
、
こ
こ
か
ら
陸
路
で
仙
霞
嶺
を
越
え
て
浙
江
省
・
江

山
を
経
て
衢

州

に
着
き
、
水
路
で
杭
州
を
目
指
す
。
杭
州
か
ら
は

く

し
ゆ
う

運
河
と
陸
路
で
北
京
へ
行
く
。
お
よ
そ
三
ケ
月
の
旅
程
」
で
あ
っ

た[

６]
。
『
雪
堂
燕
遊
艸
』
に
収
め
る
詩
は
、
こ
の
道
中
で
の
感
懐

や
各
地
の
古
跡
と
の
出
逢
い
が
多
く
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
き
に
紹
介
し
た
徐
葆
光
の
詩
中
、「
舊
遊
曾
て
賦
す
皇
居
の
壮
」
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と
、
程
順
則
が
清
朝
の
都
、
北
京
（
燕
京
）
の
宮
殿
を
詠
じ
た
こ

と
に
触
れ
て
い
る
が
（
程
順
則
に
は
「
都
門
九
日
」
等
、
北
京
の

宮
殿
を
詠
じ
た
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
）、
他
に
も
、
彼
が
北
京
に
到

着
し
た
際
に
詠
ん
だ
一
首
が
あ
る[

７]

。

京
邸
中
秋

秋
光
此
夜
十
分
凊

大
地
河
川
盡
水
晶

況
復
西
征
新
奏
凱

歡
聲
月
色
滿
皇
城

秋
光
此
の
夜
十
分
凊
く

大
地
河
川
盡
く
水
晶

況
ん
や
復
た
西
征
し
て
新
た
に
凱
を
奏
し

歡
聲
月
色
皇
城

に
滿
つ
る
を
や

「
時
に
皇
上
、
禁
旅
を
親
統
し
て
葛
爾
丹
に
西
征
し
、
凱
旋
し
て

ガ

ル

ダ
ン

中
外
に
詔
を
頒
つ
」
と
の
自
題
が
あ
る
こ
の
詩
は
、
こ
の
年
（
一

わ
か

六
九
七
年
、
康
煕
三
六
）
、
清
の
康
煕
帝
が
、
自
ら
出
陣
し
た
西
域

ジ
ュ
ン
ガ
ル
、
葛
爾
丹
と
の
戦
い
に
お
い
て
勝
利
を
収
め
、
北
京

に
凱
旋
入
場
し
た
際
の
光
景
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
イ
ラ
ト

族
ジ
ュ
ン
ガ
ル
帝
国
の
葛
爾
丹
と
の
戦
い
に
お
け
る
康
煕
帝
の
親

征
は
、
一
六
九
六
年
か
ら
二
年
間
で
都
合
三
度
（
計
三
一
八
日
間
）

に
お
よ
ぶ
が
、
葛
爾
丹
の
病
死
で
清
の
勝
利
が
決
定
し
た
最
後
の

遠
征
完
遂
時
に
、
ち
ょ
う
ど
程
順
則
ら
一
行
が
北
京
入
り
し
た
の

で
あ
っ
た[

８]

。
い
ま
ま
さ
に
帝
国
の
最
盛
期
を
迎
え
ん
と
す
る
清

の
都
、
そ
し
て
西
征
軍
の
凱
旋
を
迎
え
た
夜
の
皎
々
た
る
中
秋
の

月
光
、
明
晰
で
簡
明
に
つ
づ
ら
れ
る
詩
句
が
、
澄
み
切
っ
た
臨
場

感
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
詩
に
は
「
辺
塞
詩
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
。

西
域
方
面
に
出
征
し
た
兵
士
や
残
さ
れ
た
家
族
を
題
材
と
す
る
盛

唐
詩
の
一
形
式
だ
が
、
日
本
江
戸
期
の
漢
詩
人
た
ち
が
好
ん
で
、

こ
の
「
辺
塞
詩
」
を
作
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

「
文
は
秦
漢
、
詩
は
必
ず
盛
唐
」
と
す
る
明
代
古
文
辞
派
の
説
を

尊
ん
だ
江
戸
期
徂
徠
学
派
の
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
～
一
七
五
九
）

は
つ
と
り
な
ん
か
く

の
「
辺
塞
詩
」
は
有
名
で
あ
る
。
彼
ら
が
「
西
域
を
思
う
よ
す
が

を
ま
っ
た
く
欠
い
た
江
戸
の
風
土
に
お
い
て
辺
塞
詩
を
詠
む
こ
と

の
意
味
」（
齋
藤
希
史
）
を
問
う
こ
と
は
、
江
戸
社
会
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
文
人
た
ち
の
自
己
意
識
と
、
「
擬
古
」
に
込
め
ら
れ
た
真
意

を
さ
ぐ
る
重
要
な
契
機
と
な
り
得
る[

９]

。
そ
れ
ら
江
戸
期
詩
人
た

ち
が
思
い
を
込
め
て
詠
じ
た
人
工
の
「
辺
塞
詩
」
に
比
べ
れ
ば
、

程
順
則
の
、
西
域
か
ら
凱
旋
帰
国
す
る
兵
士
を
詠
じ
た
こ
の
詩
は
、

淡
々
と
し
た
平
明
な
叙
事
詩
に
一
見
み
え
る
。
し
か
し
逆
に
、
字

句
に
含
意
を
過
剰
に
込
め
な
い
叙
事
詩
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
情
景

が
鮮
明
に
伝
わ
っ
て
く
る
詩
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
程
順
則
は
北
京
か
ら
の
帰
途
、
蘇
州
に
至
り
「
姑
蘇

こ

そ

省
墓
」
と
題
す
る
詩
を
二
首
詠
ん
で
い
る[

]

。
そ
れ
は
、
題
辞
に

10

「
先
君
、
諱
は
泰
祚
、
號
は
景
陽
。
中
山
の
世
臣
と
為
り
王
事
に

勤
勞
し
精
白
一
心
。
癸
丑
十
月
貢
を
守
り
京
に
進
む
。
甲
寅
（
一

六
七
四
年
）
五
月
、
回
り
て
江
南
に
至
り
し
と
き
、
閩
の
變
を
聞

か
へ

く
。
道

梗

り
て
姑
蘇
に
留
滞
す
。
家
国
に
憂
心
す
る
こ
と
奄
奄
た

ふ
さ
が

え
ん
え
ん

り
。
病
篤
く
乙
卯
を
越
え
て
捐
館
（
館
を
捨
て
る
の
意
で
、
死
亡

え
ん
か
ん

す
る
こ
と
）
し
、
呉
縣
に
葬
る…

…

」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
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本
稿
最
初
に
触
れ
た
、
彼
の
父
、
程
泰
祚
が
客
死
し
た
地
を
訪
れ

墓
碑
に
詣
で
て
、
作
詩
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
最
初
の
渡

唐
時
、
北
京
へ
の
途
次
一
度
こ
の
父
の
墓
を
訪
れ
て
い
た
の
だ
が
、

二
回
目
渡
唐
の
際
は
、
福
州
「
存
留
通
事
」
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た

た
め
機
会
が
な
く
、
今
回
の
渡
唐
に
際
し
再
び
墓
参
す
る
こ
と
を

得
た
の
で
あ
る
。

姑
蘇
省
墓
二
首
「
其
一
」

勞
勞
王
事
飽
艱
辛

嬴
得
荒
碑
記
故
臣

萬
里
海
天
生
死
隔

一
時
父
子
夢
魂
親

山
花
遙
映
啼
鵑
血

野
蔓
猶
牽
過
馬
身

依
戀
孤
墳
頻
慟
哭

路
傍
樵
客
亦
沾
巾

王
事
に
勞
勞
し
て
艱
辛
に
飽
き

嬴
し
得
た
り
荒
碑
に
故
臣

あ
ま

を
記
す
を

萬
里
の
海
天
生
死
を
隔
て

一
時
父
子
の
夢
魂
親
し
む

山
花
遙
か
に
映
ず
啼
鵑
の
血

野
蔓
は
猶
ほ
牽
く
過
馬
の
身

て
い
け
ん

孤
墳
に
依
戀
し
て
頻
り
に
慟
哭
す
れ
ば

路
傍
の
樵
客
も
亦

た
巾
を

沾

す

う
る
お

「
其
二
」

忍
看
霜
露
下
蘇
州

十
四
年
中
涙
復
流

鹿
走
山
前
松
徑
亂

烏
啼
碣
上
墓
門
秋

凄
涼
異
地
封
孤
骨

慙
愧
微
官
拜
故
丘

過
此
不
知
何
日
到

茫
茫
滄
海
望
無
由

忍
ん
で
看
る
霜
露
の
蘇
州
に
下
る
を

十
四
年
中
涙
復
た
流

る鹿
は
山
前
に
走
り
て
松
徑
亂
れ

烏
は
碣
上
に
啼
く
墓
門
の

け
つ

秋凄
涼
た
る
異
地
に
孤
骨
を
封
じ

慙
愧
た
り
微
官
故
丘
を
拜

す此
を
過
ぐ
れ
ば
何
れ
の
日
に
か
到
る
を
知
ら
ず

茫
茫
た
る

滄
海
望
む
に
由
無
し

第
一
首
「
嬴
得
」
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
墓
碑
の
み
を
か
ち
得

え
い
と
く

た
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
「
過
馬
の
身
」
と
い
う
表
現
に
は
、
自
ら

も
ま
た
王
命
に
従
っ
て
旅
し
て
い
る
こ
と
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
公
務
に
身
を
労
し
、
竟
に
は
異
地
に
斃
れ
た
父
へ

の
哀
切
の
思
い
に
あ
ふ
れ
る
二
首
で
あ
る
が
、
程
順
則
一
家
は
父

の
難
死
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
多
く
の
艱
難
に
み
ま
わ
れ
て
き
た
。

久
米
村
「
閩
人
三
十
六
姓
」（
久
米
村
の
人
々
自
身
は
自
ら
の
こ
と

を
「
唐
榮
」
と
称
し
た
）
は
代
々
、
王
国
の
対
中
交
流
の
専
門
家

と
う
え
い

と
し
て
活
動
し
て
き
た
が
、
程
氏
一
族
も
例
外
で
は
な
い
。
父
泰

祚
も
子
順
則
も
、
そ
の
弟
も
、
子
も
ま
た
外
交
官
と
し
て
中
国
へ

渡
っ
た
。
そ
し
て
父
同
様
、
弟
順
性
も
、
そ
し
て
順
則
の
四
男
允

升
も
共
に
公
務
中
、
彼
の
地
で
旅
客
と
し
て
果
て
た
の
で
あ
る
。

弟
順
性
は
、
一
七
〇
二
年
、
公
務
を
終
え
て
閩
港
外
五
虎
門
を
出

た
後
嵐
に
遭
っ
て
遭
難
死
し
、
四
男
允
升
は
北
京
か
ら
の
帰
途
、

山
東
で
一
七
二
九
年
に
没
し
て
い
る
（
享
年
三
十
六
）
。
程
順
則
の
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「
旅
」
や
詩
を
考
え
る
と
き
も
、
そ
う
し
た
苛
酷
な
背
景
を
思
い

つ
つ
理
解
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う[

]

。

11

程
順
則
は
後
に
、
自
ら
の
『
雪
堂
燕
遊
艸
』
を
は
じ
め
、
琉
球

国
王
尚
貞
や
学
問
の
師
、
陳
元
輔
や
冊
封
副
使
徐
葆
光
の
詩
文
を

収
載
し
た
詩
文
集
『
中
山
詩
文
集
』（
「
中
山
」
と
は
琉
球
の
こ
と
）

を
、
福
州
在
住
文
人
の
助
力
を
得
て
彼
の
地
で
上
梓
し
て
い
る
（
一

七
二
五
年
）
。
ま
た
こ
の
詩
文
集
に
先
立
っ
て
清
で
編
さ
れ
た
『
皇

清
詩
選
』
に
は
、
琉
球
人
の
詩
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
お
り
（
二
十

五
人
、
計
七
十
首
）、
そ
の
背
景
に
は
程
順
則
の
尽
力
と
そ
の
中
国

人
脈
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
師
、
陳
元
輔
の
詩

集
『
枕
山
樓
詩
集
』
を
自
ら
出
資
し
て
出
版
（
一
六
九
一
年
、
康

煕
三
〇
）
し
た
の
も
程
順
則
で
あ
り
、
こ
の
詩
集
は
江
戸
に
も
到

っ
た[

]

。

12

陳
元
輔
の
詩
集
に
収
め
ら
れ
る
「
送
程
寵
文
歸
中
山
十
首
」
と

題
す
る
送
別
歌
「
其
九
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す[

]

。

13

枕
山
詩
草
委
沙
泥

獨
檢
焚
餘
授
棗
梨

喜
有
蛩
吟
傳
異
日

愁
將
驪
唱
補
新
題

王
通
事
業
存
房
杜

晉
室
風
流
寄
阮
嵆

歸
去
東
溟
詞
賦
重

雪
堂
今
好
繼
瀼
西

枕
山
詩
草
沙
泥
に
委
す

獨
り
焚
餘
を
檢
め
棗
梨
に
授
く

喜
ぶ

蛩

吟
の
異
日
に
傳
は
る
有
る
を

愁
ふ
將
に
驪

唱

し

き
よ
う
ぎ
ん

り

し
よ
う

て
新
題
を
補
ふ
を

王
通
の
事
業
は
房
杜
に
存
し

晉
室
の
風
流
は
阮
嵆
に
寄
す

げ
ん
け
い

東
溟
に
歸
去
し
て
詞
賦
を
重
ね

雪
堂
今
に
好
く

瀼

西
を
繼

じ
よ
う
せ
い

が
ん

「
放
り
出
し
て
い
た
小
生
の
詩
を
貴
兄
が
本
と
し
て
く
だ
さ
る
、

コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声
の
如
き
拙
い
私
の
詩
が
後
世
に
残
る
こ
と
は

う
れ
し
い
が
、
い
ま
貴
兄
を
送
る
詩
を
う
た
う
こ
と
が
悲
し
い
、

王
通
の
事
業
は
房
玄
齢
、
杜
如
晦
に
存
し
、
晋
の
風
流
は
阮
籍
、

嵆
康
に
依
っ
て
い
る
、
貴
兄
（
雪
堂
は
順
則
の
号
）
は
東
海
を
故

国
に
帰
ら
れ
て
詞
賦
に
励
ま
れ
杜
甫
（
瀼
西
は
杜
甫
の
故
地
）
を

継
ぐ
詩
人
と
な
る
で
あ
ろ
う
」

元
輔
は
進
士
を
目
指
し
つ
つ
「
布
衣
」
の
ま
ま
終
わ
っ
た
、
中

国
で
も
広
く
知
ら
れ
た
学
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
程
順
則
だ
け
で

は
な
く
、
福
州
琉
球
館
（
柔
遠
駅
）
に
滞
在
し
た
琉
球
人
の
多
く

と
交
流
し
、
学
問
を
教
授
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
「
勤
學
」
に
来
た

琉
球
人
を
彼
が
案
内
し
て
、
福
州
市
内
烏
石
山
に
あ
る
磨
崖
石
刻

群
を
訪
ね
、
朱
熹
自
筆
「
石
室
清
隱
」
の
石
刻
を
見
学
し
た
こ
と

を
う
た
っ
た
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
中
国
滞
在
中
に
朱
熹
の
真
跡

（
「
香
飛
翰
院
圖
川
野
春
報
橋
疊
翠
新
」
の
十
四
字
）
を
手
に
入
れ

琉
球
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と
（
『
家
譜
』
）
を
記
す
程
順
則
も
ま
た
、

師
陳
元
輔
と
と
も
に
朱
熹
の
石
刻
を
訪
ね
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。

こ
う
し
た
活
動
が
示
す
よ
う
に
、
程
順
則
は
自
身
優
れ
た
詩
人

で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
詩
文
を
介
し
て
清
ー
琉
球
ー
江
戸
を
つ

な
い
だ
、
自
覚
的
な
文
化
伝
達
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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三

『
廟
学
紀
略
』
を
曲
阜
孔
子
廟
に
奉
じ
る

一
七
〇
六
年
（
尚
貞
三
八
、
康
熙
四
五
）
、
程
順
則
四
回
目
の
渡

唐
は
、「
進
貢
正
議
大
夫
」[

]

と
し
て
耳
目
官
馬
元
勲
宮
平
親
雲
上

せ
い

ぎ

た
い

ふ

べ

ー

ち
ん

14

良
康
と
と
も
に
行
っ
た
も
の
で
、
出
発
前
に
王
世
子
、
世
子
妃
聞き

こ

得
大
君
加
那
志
、
王
世
孫
か
ら
は
な
む
け
を
賜
り
、
大
御
殿
で
の

え

お
お
ぎ
み

が

な

し

宴
を
賜
っ
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。

福
州
か
ら
北
京
へ
の
路
程
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
今
回

は
ま
た
別
の
目
的
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
孔
子
の
故
地
、
山
東
省
曲

阜
へ
の
訪
問
で
あ
る
。
彼
は
、
中
国
到
着
後
福
州
で
半
年
を
過
ご

し
た
後
、
翌
年
九
月
二
六
日
、
北
京
へ
の
途
次
、
山
東
濟
寧
州
に

さ
い
ね
い

寄
り
道
し
た
。「
曲
阜
縣
の
孔
子
本
宅
闕
里
廟
に
謁
し
、
遂
て
孔
林

け
つ

り

聖
墓
廟
林
に
拜
す
。
香
燭
酒
帛
を
倶
に
用
ひ
、
贊
唱
し
て
三
跪
九

拝
叩
頭
の
禮
を
行
ひ
、
訖
は
り
て
琉
球
廟
學
紀
略
を
衍
聖
公
（
宋

お

え
ん
せ
い
こ
う

代
、
孔
子
の
子
孫
が
賜
っ
た
世
襲
の
爵
號
）
に
呈
す
）
」
と
、
『
家

譜
』
は
記
し
て
い
る
。

こ
の
、
文
中
に
あ
る
「
琉
球
廟
学
紀
略
」
と
は
、
那
覇
を
出
発

の
年
に
自
ら
書
き
上
げ
た
ば
か
り
の
『

廟

学
紀

略

』[
]

の
こ
と

び
よ
う
が
く

き

り
や
く

15

で
あ
る
。
順
則
四
十
四
歳
の
時
に
書
か
れ
た
こ
の
琉
球
儒
学
史
は
、

琉
球
に
お
け
る
中
国
由
来
の
儒
学
受
容
史
と
し
て
、
い
ま
も
第
一

級
の
（
そ
し
て
唯
一
の
）
基
礎
史
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
（
「
中
国

由
来
の
」
と
し
た
の
は
、
実
は
近
世
琉
球
儒
学
の
源
流
に
は
、
明
、

清
か
ら
輸
入
さ
れ
た
儒
学
と
、
薩
摩
の
軍
事
侵
攻
「
薩
摩
入
り
」

（
一
六
〇
九
年
）
以
降
、
薩
南
学
派
経
由
の
朱
子
学
と
の
二
源
流

が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
）
。
こ
の
著
述
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
初
め
て
琉
球
儒
学
の
沿
革
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
も
あ
れ
、
ま
ず
は
そ
の
概
要
を
記
し
て
お
こ
う
。

冒
頭
「
琉
球
國
は
海
外
に
僻
處
し
、
風
俗
は
質
朴
、
明
初
に
中

へ
き
し
よ

朝
に
通
じ
て
よ
り
、
王
爵
を
膺
く
」
と
、
明
へ
の
朝
貢
の
開
始
か

う

ら
始
ま
る
そ
の
記
述
は
、
明
の
洪
武
二
五
年
の
「
閩
人
三
十
六
姓
」

来
流
、
移
住
を
契
機
に
儒
学
が
琉
球
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
明
の
万

暦
年
間
に
、
紫
金
大
夫
蔡
堅
（
一
五
八
五
～
一
六
四
七
）
が
中
国

さ
い
け
ん

か
ら
聖
像
（
絵
画
）
を
も
た
ら
し
私
邸
に
奉
じ
て
い
た
が
、
後
に

尚
貞
王
の
許
可
を
得
て
、
久
米
村
に
孔
子
廟
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
、

明
の
学
者
の
渡
琉
を
得
て
儒
学
が
広
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
以
前
に

は
学
問
が
無
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

按
ず
る
に
興
学
の
始
例
、
中
國
の
大
儒
を
延
き
て
生
徒
に
教
授

ま
ね

す
。
明
の
毛
擎
台
諱
鼎
、
曾
得
魯
、
張
五
官
、
楊
明
州
の
四
先

も
う
け
い
だ
い

生
の
如
き
は
、
今
に
至
り
て
國
人
能
く
之
を
道
ふ
。
夫
れ
木
に

い

根
本
有
り
、
學
に
淵
源
有
り
。
四
先
生
の
教
澤
、
我
が
國
に
及

び
て
、
炳
と
し
て
日
星
の
若
し
。
今
に
及
び
て
紀
せ
ざ
れ
ば
、
後
将

に
之
を
傳
ふ
る
者
無
か
ら
ん
と
す
。
四
先
生
以
前
に
至
り
て
は
、
則

ち
考
ふ
べ
か
ら
ず
。

そ
し
て
程
順
則
は
続
け
て
、
久
米
村
で
文
理
に
精
通
し
た
者
一
人
を

択
ん
で
「
講
解
師
」
と
し
、
句
読
鮮
明
な
る
者
一
人
を
択
ん
で
「
訓

詁
師
」
と
し
て
、
儒
学
教
育
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
後
の
琉
球
儒
学
の
学
統
が
尚
敬
王
の
代
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
明
倫
堂
建
立
も
順
則
の
献
策
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
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ま
た
こ
こ
に
記
さ
れ
る
、自
ら
も
そ
の
任
に
当
た
っ
た
「
講
解
師
」

「
訓
詁
師
」
に
よ
る
儒
学
教
授
の
姿
は
、
科
挙
（
科
試
）
を
採
用
し

こ
う.

し

た
琉
球
に
お
け
る
伝
統
的
教
育
と
し
て
継
続
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
は
諸
書
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
清
か
ら
の
冊
封
副
使
、
徐

葆
光
（
一
七
一
九
年
来
琉
）
の
記
録
『
中
山
傳
信
録
』
も
ま
た
、「
講

解
師
」
と
「
訓
詁
師
」
の
存
在
に
着
目
し
、
久
米
村
聖
堂
の
様
子
を

以
下
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
［

］
。

16

聖
廟
在
久
米
村
泉
崎
橋
北
、
門
南
向
。
進
大
門
、
庭
方
廣
十
餘

畝
、
上
設
拜
臺
。
正
堂
三
間
、
夫
子
像
前
又
設
木
主
、
四
配
各

手
一
經
。
正
中
梁
上
、
亦
摹
御
書
萬
世
師
表
四
大
字
榜
書
。

明
倫
堂
左
右
兩
廡
、
蓄
經
書
籍
文
略
備
。
國
王
又
命
紫
金
大

…
…夫

程
順
則
刊
刻
聖
諭
十
六
條
演
義
数
節
、
月
吉
講
之
。
舊
例
、

以
紫
金
大
夫
一
員
司
教
、
毎
旬
三
六
九
日
詣
講
堂
、
稽
察
諸
生

勤
惰
、
兼
理
中
國
往
來
貢
典
、
並
參
贊
大
禮
。

聖
廟
は
久
米
村
泉
崎
橋
の
北
に
あ
り
、
門
は
南
に
向
い
て
い

る
。
大
門
を
入
る
と
堂
前
の
広
場
は
広
さ
十
余
畝
、
上
座
に
は

拝
台
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
正
堂
は
三
間
、
光
子
像
の
前
に

は
木
主
が
置
か
れ
、
四
配
は
そ
れ
ぞ
れ
一
経
を
手
に
し
て
い

る
。
真
ん
中
の
梁
の
上
に
は
御
書
「
萬
世
師
表
」
の
四
大
字
が

模
さ
れ
て
い
る
。

、
明
倫
堂
の
左
右
の
廊
下
に
は
経
書
、

…
…

書
籍
が
ほ
ぼ
備
わ
っ
て
い
る
。
国
王
は
紫
金
大
夫
程
順
則
に
命

じ
て
「
聖
諭
十
六
条
演
義
」
数
節
を
刊
刻
さ
せ
、
毎
月
朔
日
に
講

じ
さ
せ
る
。
旧
例
で
、
紫
金
大
夫
ひ
と
り
を
司
教
と
し
、
毎
旬
三
、

六
、
九
の
日
に
講
堂
に
詣
で
、
諸
生
の
勉
学
状
況
を
し
ら
べ
、
あ
わ

せ
て
中
国
と
の
貢
典
の
往
来
を
処
理
し
、
並
び
に
大
礼
に
参
加
し
補

助
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
当
時
の
聖
廟
の
様
子
と
そ
こ
で
行
わ
れ
た
こ
と
が

ら
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
特
に
注
目
し

た
い
の
は
、
国
王
が
程
順
則
に
命
じ
て「
聖
諭
十
六
条
」
を
刊
刻
さ

せ
、
講
義
さ
せ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
琉
球
儒
学
の
特
質
の
一
つ
に

関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
明
清
由
来
の
教
諭
思
想
の
琉
球
に
お
け
る
普

及
に
、
程
順
則
は
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
彼
が
中
国
で『
六
諭
衍
義
』
に
触
れ
た
の
は
、
そ
の
一
回
目
の

渡
唐
（
一
六
八
三
年
）
の
際
、
福
州
で
の
学
問
の
師
、
竺
天
植
の
机
上
に

そ
れ
を
目
に
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
育
的
効
果
を
理

解
し
、ま
た
そ
の
口
語
記
述
が
中
国
語
学
習
に
役
立
つ
と
信
じ
た
順

則
は
、
一
七
〇
八
年
、
四
回
目
の
渡
唐
の
お
り
、
福
州
で
自
費
板
行

し
、
琉
球
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
程
順
則
版
『
六
諭
衍
義
』

自
跋
、
お
よ
び
竺
天
植
「
序
文
」
）
。
順
則
は
こ
の
と
き
、
航
海
の
た

め
の
海
図
等
の
案
内
書
『
指
南
廣
義
』
も
出
版
し
て
い
る
。

『
六
諭
衍
義
』
と
は
、
順
治
九
年
（
一
六
五
二
）、
清
の
世
祖
順

治
帝
が
頒
布
し
た
六
箇
条
の
教
諭
、
「
六
諭
」
（
第
一
孝
順
父
母
、

第
二
尊
敬
長
上
、
第
三
和
睦
郷
里
、
第
四
教
訓
子
孫
、
第
五
各
安

生
理
、
第
六
毋
作
非
為
）
に
、
康
煕
年
間
、
范

鋐
が
白
話
に
よ
る

は
ん.

こ
う

解
釈
を
加
え
て
民
間
に
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
（
「
六
諭
」
本
文
そ

の
も
の
は
、
明
の
太
祖
洪
武
帝
の
「
教
民
榜
文
」
（
一
三
九
八
年
）
に

由
来
す
る
）
。
こ
の
『
六
諭
衍
義
』
が
、
琉
球
を
経
由
し
て
程
順
則
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か
ら
薩
摩
藩
主
島
津
吉
貴
に
献
呈
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
一
七
一

よ
し
た
か

九
年
（
享
保
四
）
将
軍
吉
宗
の
も
と
に
届
き
、
そ
の
後
、
吉
宗
の

指
示
に
よ
り
寺
子
屋
に
頒
布
さ
れ
、
江
戸
社
会
に
広
範
に
流
通
す

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
程
順
則
が
重
要
な
役
目
を
負

っ
て
加
わ
っ
た
一
七
一
四
年
（
尚
敬
王
二
、
正
徳
四
）
の
「
江
戸

立
ち
（
江
戸
上
り
）」
で
あ
っ
た
。

四

「
江
戸
立
ち
」
と
文
人
と
の
交
流

琉
球
王
国
は
、
明
朝
以
降
、
中
国
に
通
じ
、
中
国
王
朝
の
交
替

期
に
一
度
断
絶
し
た
も
の
の
、
清
へ
の
朝
貢
が
再
開
さ
れ
る
と
、

定
期
（
一
六
三
三
年
か
ら
は
、
二
年
一
貢
）
に
北
京
へ
の
朝
貢
、

お
よ
び
「
官

生

」
（
公
費
留
学
生
）
の
国
子
監
派
遣
が
な
さ
れ
、

か
ん
し
よ
う

そ
れ
に
対
し
て
清
朝
か
ら
の
冊
封
使
が
計
二
十
二
回
を
数
え
た
い

っ
ぽ
う
、
薩
摩
島
津
氏
が
徳
川
幕
府
成
立
後
の
一
六
〇
九
年
、
艦

船
を
連
ね
て
琉
球
に
侵
攻
し
、
実
質
支
配
下
に
お
く
に
い
た
っ
て

い
た
。
琉
球
に
は
薩
摩
藩
の
在
番
奉
行
所
が
常
設
さ
れ
、
検
地
が

実
施
さ
れ
た
（
検
地
結
果
は
、
十
二
万
三
千
七
百
石
）
。
以
降
、
琉

球
は
王
国
と
し
て
自
立
し
つ
つ
（
近
世
期
琉
球
人
口
は
ほ
ぼ
十
数

万
～
二
十
万
人
）、
中
国
と
の
往
来
の
い
っ
ぽ
う
、
薩
摩
藩
の
支
配

の
下
、
薩
摩
を
介
し
て
明
治
維
新
ま
で
に
計
十
八
回
の
「
江
戸
立

ち
（
江
戸
上
り
）
」（
慶
賀
使
と
謝
恩
使
。
琉
球
で
は
「
江
戸
立
ち
」

と
呼
ぶ
）
が
華
麗
に
実
施
さ
れ
る
と
い
う
、
領
土
、
人
口
と
も
に

小
さ
い
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
最
前

線
に
在
っ
た
。

程
順
則
が
、
国
王
の
文
書
に
与
る
「
掌
翰
史
」
の
役
目
を
得
（
旅

中
、
名
を
「
宮
里
親
雲
上
」
に
改
め
た
）、
慶
賀
正
使
尚
監
與
那
城

べ

ー

ち
ん

よ

な

し
ろ

王
子
朝
直
、
謝
恩
使
尚
永
泰
金
武
王
子
朝
祐
に
随
っ
て
、
江
戸
に

き

ん

旅
立
っ
た
の
は
一
七
一
四
年
、
八
度
目
の
「
江
戸
立
ち
」
に
お
い

て
で
あ
る
。
五
月
二
六
日
那
覇
を
「
開
船
」
し
、
六
月
八
日
鹿
児

島
城
下
に
到
着
、
薩
摩
藩
主
島
津
吉
貴
の
朝
見
を
経
て
、
九
月
九

日
参
勤
交
代
で
上
京
す
る
島
津
氏
一
行
に
付
き
添
わ
れ
て
、
大
坂
、

伏
見
、
中
山
道
を
経
て
、
一
一
月
二
六
日
、
芝
の
薩
摩
藩
屋
敷
に

到
着
し
て
い
る
。
一
二
月
二
日
に
は
江
戸
城
に
登
城
し
て
（
登
城

は
計
三
度
に
及
ん
だ
）、
無
事
公
務
を
果
た
し
、
さ
ら
に
上
野
の
東

照
大
権
現
宮
参
拝
も
す
ま
せ
て
一
二
月
二
一
日
に
江
戸
を
発
ち
、

往
路
を
戻
る
か
た
ち
で
、
翌
年
二
月
二
一
日
に
鹿
児
島
城
下
に
帰

着
。
薩
摩
公
に
依
頼
さ
れ
た
新
た
な
用
も
す
ま
せ
て
三
月
一
八
日

に
山
川
を
出
船
、
那
覇
に
帰
着
し
た
の
は
三
月
二
四
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
の
「
旅
」
で
も
順
則
は
多
く
の
公
務
を
果
た
し
て
い
る
が
、

文
人
程
順
則
と
し
て
も
、
貴
顕
の
多
く
の
要
望
に
応
え
て
い
る
。

帰
国
を
遅
ら
せ
て
、
薩
摩
で
藩
主
吉
貴
の
要
望
に
応
じ
て
、
木
村

探
元
の
画
に
書
画
賛
を
作
っ
た
の
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「
旅
」
に
お
け
る
、
文
化
史
上
重
要
な
出
来
事
は
、
江
戸
で
の
新

井
白
石
（
一
六
五
七
～
一
七
二
五
）
と
の
面
談
と
、
京
都
伏
見
に

お
け
る
近
衛
家
煕
（
一
六
六
七
～
一
七
三
六
）
と
の
文
人
と
し
て

こ
の

え

い
え
ひ
ろ

の
交
流
で
あ
っ
た
。

木
下
順
庵
門
下
の
朱
子
学
者
新
井
白
石
は
、
推
さ
れ
て
甲
府
領

主
徳
川
綱
豊
の
侍
講
と
な
り
、
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」
で
知
ら
れ
る
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第
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
あ
と
を
う
け
て
、
一
七
一
〇
年
（
宝
永

六
）
綱
豊
が
第
六
代
将
軍
（
家
宣
に
改
名
）
に
就
任
す
る
と
、
側

用
人
間
部
詮
房
と
と
も
に
最
側
近
と
し
て
家
宣
に
仕
え
、「
正
徳
の

ま
な

べ

あ
き
ふ
さ

治
」
の
立
役
者
と
も
な
っ
た
大
学
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
井
白

石
は
外
交
に
も
大
き
な
影
響
力
を
ふ
る
い
、
対
朝
鮮
外
交
で
活
躍

し
た
（
朝
鮮
通
信
使
へ
の
対
応
の
変
更
）
の
み
な
ら
ず
、
琉
球
使

節
に
関
し
て
も
大
き
く
関
与
し
た
。
そ
の
白
石
と
順
則
と
の
出
会

い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

白
石
が
後
に
書
い
た
自
伝
『
折
た
く
柴
の
記
』
に
は
、
今
回
の

琉
球
使
節
来
訪
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い

る[
]

。

17

十
一
月
に
は
、
琉
球
の
使
節
來
て
、
御
代
を
つ
が
れ
し
事
を

も
賀
し
ま
い
ら
せ
、
其
王
の
代
を
つ
ぎ
し
事
を
も
謝
し
奉
る
。

こ
れ
よ
り
さ
き
琉
球
よ
り
奉
れ
る
書
法
は
、
我
國
に
て
往
來

す
る
所
の
ご
と
く
な
り
し
を
、
其
王
尚
益
が
代
よ
り
其
書
漢

語
を
用
ひ
、
書
函
の
等
式
も
改
れ
り
。
さ
れ
ど
異
朝
に
し
て

は
當
代
の
御
事
の
ご
と
く
な
る
事
の
な
け
れ
ば
、
稱
し
ま
い

ら
す
る
所
に
も
、
字
を
用
ふ
る
所
に
も
、
し
か
る
べ
し
と
も

見
え
ぬ
事
共
あ
り
、
殊
に
は
外
國
に
し
て
、
我
國
の
文
字
を

用
ひ
來
り
ぬ
る
は
ひ
と
り
琉
球
の
み
な
り
。
あ
り
し
御
代
の

ご
と
く
な
ら
む
事
は
、
國
體
に
お
ゐ
て
も
し
か
る
べ
し
と
申

し
た
り
け
れ
ば
、
詮
房
朝
臣
さ
ら
ば
其
事
い
か
に
や
仰
下
さ

る
べ
き
と
問
は
れ
し
に
、
と
り
は
か
ら
ふ
べ
き
や
う
侍
り
と

て
、
琉
球
の
書
に
、
大
君
尊
大
人
、
ま
た
は
台
聽
等
の
字
を

用
ひ
ん
事
、
し
か
る
べ
か
ら
ず
、
其
國
の
心
の
ご
と
く
に
し

て
、
彼
使
者
に
申
さ
る
べ
し
と
し
る
し
て
、
た
ゞ
な
に
と
な

く
、
薩
摩
守
に
仰
ら
れ
候
べ
し
と
申
す
。…

…

こ
こ
に
白
石
が
指
摘
す
る
「
其
王
尚
益
が
代
よ
り
其
書
漢
語
を

用
ひ
、
書
函
の
等
式
も
改
れ
り
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
回
に
先
立

つ
一
七
一
〇
年
（
尚
益
一
、
宝
永
七
）
の
「
江
戸
立
ち
」
に
お
い

て
、
薩
摩
の
意
向
の
下
、
そ
れ
ま
で
の
和
語
で
は
な
く
漢
語
を
用

い
、
将
軍
を
「
大
君
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
薩
摩
島
津
氏
の
、
あ
え
て
琉
球
使
節
を
中
国
風
に
（
外
観

も
）
装
わ
せ
る
こ
と
で
、
「
異
国
を
従
え
る
薩
摩
」
の
威
勢
を
誇
示

し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
白
石
は
そ
れ
を
原

則
主
義
に
基
づ
き
元
に
戻
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
朝
鮮

通
信
使
へ
の
対
応
の
場
合
と
同
様
、
「
名
」
を
「
國
體
」
に
合
致
さ

せ
よ
う
と
す
る
、
朱
子
学
者
と
し
て
の
「
正
名
」
論
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
『
折
た
く
柴
の
記
』
に
は
、
こ
の
文
章
の
最
後
に
以

下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

我
も
問
ふ
べ
き
事
ど
も
あ
れ
ば
、
其
由
を
申
し
て
、
十
二
月

の
十
八
日
に
、
薩
摩
守
の
許
に
ゆ
き
む
か
ふ
。
吉
貴
朝
臣
も
、

對
面
に
お
よ
ぶ
。
彼
國
の
も
の
ど
も
に
も
あ
ひ
た
り
。
此
時

に
は
縁
塗
に
水
干
袴
、
太
刀
を
ば
用
ひ
ず
、
腰
刀
に
紅
梅
の

扇
を
と
り
ぬ
（
此
扇
は
近
衛
前
攝
政
大
相
國
の
給
り
し
所
に

て
、
泥
地
に
蝶
鳥
を
か
く
）。
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そ
の
す
ぐ
前
ま
で
の
理
屈
っ
ぽ
い
書
き
ぶ
り
と
は
一
気
に
異
な

り
、
急
に
柔
ら
か
な
風
情
を
か
も
し
だ
す
記
述
で
は
あ
る
。
実
は
、

こ
の
と
き
新
井
白
石
は
薩
摩
藩
江
戸
屋
敷
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
出
向
き
、

島
津
吉
貴
同
席
の
下
、
琉
球
使
節
の
面
々
と
個
人
的
な
対
面
を
果

た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
白
石
が
琉
球
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
『
南

島
志
』（
享
保
四
年
成
）
は
、
こ
の
と
き
の
面
談
が
素
材
と
な
っ
て

で
き
あ
が
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
薩
摩
藩
江
戸
屋
敷
で
の
白
石
と
琉
球
使
節
と
の
対
面
に
関

し
て
、『
白
石
先
生
琉
人
問
対
』
と
題
さ
れ
た
写
本
が
存
し
て
い
る
。

そ
れ
を
発
見
し
調
査
翻
刻
し
た
宮
崎
道
生
は
、
白
石
が
『
南
島
志
』

中
に
使
節
上
京
時
に
面
会
し
た
者
と
し
て
列
挙
し
た
、
慶
賀
使
與よ

那
城
王
子
、
謝
恩
使
金
武
王
子
以
下
七
名
の
う
ち
、「
白
石
の
質
問

な

し
ろ

き

ん

に
答
へ
た
の
は
、
宮
里

親

方
、
白
石
の
い
は
ゆ
る
「
文
章
之
士
」

う
ぇ
ー
か
た

程
順
則
と
、
玉

城

朝
薫
・
砂
辺

親

方
の
三
人
の
誰
か
で
あ
っ

た
ま
ぐ
す
く
ち
よ
う

く

ん

う
ぇ
ー
か
た

た
ら
う
」
と
し
、
そ
の
「
注
」
で
は
、
白
石
の
質
問
に
答
え
た
者

を
程
順
則
と
比
定
す
る

東

恩
納
寛

惇

の
説
を
引
い
て
い
る[

]

。

ひ
が
し
お
ん

な

か
ん
じ
ゆ
ん

18

実
際
、
こ
の
と
き
の
参
加
者
の
学
問
、
識
見
や
年
齢
を
考
え
る

と
、
主
た
る
対
話
者
を
程
順
則
と
す
る
の
は
妥
当
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
『
白
石
先
生
琉
人
問
対
』
中
、
福
州
琉
球
館
に
つ
い
て
「…

惣
し
て
琉
球
館
又
は
会
同
館
な
と
の
家
造
り
、
広
狭
い
か
や
う

…

に
候
歟
」
と
い
っ
た
、
白
石
の
微
に
入
り
細
を
穿
つ
具
体
的
な
質

問
に
対
し
、
「
琉
球
館
本
庁
、
長
十
一
二
間
、
横
八
九
間
、
左
右
長

房
、
各
長
二
十
一
二
間
、
横
五
六
間
、
又
有
一
房
、
長
八
九
間
、

横
五
六
間
、
有
天
妃
宮
、
長
八
九
間
、
横
五
六
間
、

」
と
い

…
…

っ
た
返
答
は
、
何
度
も
そ
こ
に
滞
在
し
た
経
験
を
持
つ
程
順
則
に

し
て
返
答
可
能
な
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ

の
写
本
（
そ
し
て
『
南
島
志
』
）
に
見
ら
れ
る
白
石
の
飽
く
こ
と
な

き
探
求
心
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
白
石
は
事
前
に
丹
念
な
準
備
を
し

た
上
で
、
琉
球
に
来
訪
す
る
冊
封
使
の
実
情
や
清
の
現
況
に
つ
い

て
、
き
わ
め
て
事
細
か
な
質
問
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
は
白
石
は
、
こ
の
面
談
に
先
立
つ
一
七
一
〇
年
（
宝
永
七
）

の
琉
球
使
節
に
も
面
談
を
果
た
し
て
い
た
。
『
折
た
く
柴
の
記
』
に

は
「
辛
卯
年
正
月
元
日
、
天
皇
御
元
服
の
儀
を
觀
た
り
。
此
日
ま

ぢ
か
く
龍
顔
を
拜
し
け
る
こ
そ
あ
り
が
た
き
事
な
れ
。
そ
の
の
ち
、

琉
球
の
使
聘
、
事
終
り
て
歸
る
と
て
伏
見
に
來
り
と
ど
ま
る
と
聞

て
、
同
八
日
に
、
か
し
こ
に
あ
る
薩
摩
守
の
第
に
ゆ
き
む
か
ひ
て
、

美
里
豐
見
城
兩
王
子
等
に
相
逢
ふ
事
を
得
た
り
。
こ
れ
か
ね
て
よ

み

さ
と

と

み

し
ろ

り
仰
下
さ
れ
し
事
あ
り
し
が
故
也
き
」
と
あ
り[

]

、
白
石
は
東
山

19

天
皇
御
即
位
に
あ
わ
せ
て
京
都
を
訪
れ
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
江
戸

か
ら
の
帰
途
だ
っ
た
宝
永
七
年
の
琉
球
使
節
に
も
面
会
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
、
白
石
は
自
ら
の
詩
集
『
白
石
餘

稿
』
を
友
人
高
玄
岱
（
深
見
玄
岱
）
を
介
し
て
琉
球
使
節
に
託
し
、

こ
う
げ
ん
た
い

そ
れ
が
「
琉
球
引
礼
通
官
」
鄭
恪
斎
を
通
し
て
北
京
の
翰
林
院
学

て
い
か
く
さ
い

士
鄭
任
鑰
（
鄭
恪
斎
の
甥
）
の
も
と
に
至
り
、
そ
の
批
評
な
ら
び

て
い
じ
ん
や
く

に
「
序
」
を
得
て
、
再
度
、
今
回
一
七
一
四
年
の
琉
球
使
節
来
訪

時
に
、
白
石
の
手
元
に
届
い
た
と
い
う
経
緯
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
今
回
、
白
石
が
琉
球
使
節
と
の

面
談
に
臨
み
「
縁
塗
に
水
干

袴

、
太
刀
を
ば
用
ひ
ず
、
腰
刀
に
紅

へ

ぬ
り

す
い
か
ん
ば
か
ま

梅
の
扇
を
と
り
ぬ
」
と
い
っ
た
い
で
た
ち
で
出
か
け
た
こ
と
が
自

然
と
納
得
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
「
此
扇
は
近
衛
前
攝
政
大
相
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國
の
給
り
し
所
に
て
、
泥
地
に
蝶
鳥
を
か
く
」
と
自
注
を
付
け
加

で
い

ぢ

え
た
の
も
、
前
回
の
京
都
行
き
（
近
衛
家
煕
と
の
出
会
い
？
）
、

そ
の
折
り
の
宝
永
七
年
琉
球
使
節
と
の
面
会
の
記
憶
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
の
後
、
琉
球
使
節
一
行
が
復
路
、

草
津
、
伏
見
に
い
た
っ
た
と
き
、
程
順
則
と
近
衛
家
煕
と
の
重
要

な
出
会
い
が
待
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

近
衛
家
煕
と
は
「
五
摂
家
」
の
筆
頭
近
衛
家
の
第
二
十
一
代
当

主
、
関
白
、
太
政
大
臣
、
摂
政
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
り
、
有
職

故
実
に
通
じ
、
茶
や
書
で
も
し
ら
れ
た
風
流
人
で
あ
っ
た
。
将
軍

家
宣
と
も
、
薩
摩
藩
主
島
津
吉
貴
と
も
姻
戚
で
つ
な
が
る
、
と
き

い
え
の
ぶ

の
権
力
中
枢
に
き
わ
め
て
近
い
有
力
公
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
近
衛

家
煕
が
、
江
戸
か
ら
帰
途
、
草
津
に
到
着
し
た
琉
球
使
節
の
一
行

に
使
者
を
遣
わ
し
、
程
順
則
、
玉
城
朝
薫
ら
に
詩
文
等
の
作
成
を

依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
近
衛
家
煕
が
程
順
則
に
依
頼
し
た
の
は
、

自
ら
有
す
る
鴨
川
沿
い
の
別
邸
「
物
外
樓
」
を
詩
に
詠
ん
で
欲
し

ぶ
つ
が
い
ろ
う

い
と
い
う
願
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
願
い
に
応
じ
て
程
順
則
は
、
「
物

外
樓
記
」
を
さ
っ
そ
く
草
津
の
宿
で
し
た
た
め
て
贈
り
、
ま
た
「
寄

物
外
樓
隠
君
子

四
首
」
も
作
詩
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
両
者
の
応
答
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
順
則
の

書
、
詩
に
対
す
る
礼
と
し
て
近
衛
家
煕
か
ら
拝
領
物
が
送
ら
れ
、

そ
の
返
礼
と
し
て
、
琉
球
に
帰
っ
た
程
順
則
か
ら
「
康
煕
帝
御
詩

宸
筆
」「
孔
林
楷
杯
」
ほ
か
が
薩
摩
藩
を
介
し
て
献
上
さ
れ
（
一
七

こ
う
り
ん
か
い
は
い

一
五
年
）、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
し
て
近
衛
家
煕
か
ら
、
琉
球
の
蔡
温

さ
い
お
ん

（
一
六
八
二
～
一
七
六
一
）
お
よ
び
他
の
人
に
「
物
外
樓
」
の
作

詩
が
再
度
所
望
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
蔡
温
、
蔡
文
溥
（
一
六
七

さ
い
ぶ
ん

ぷ

一
～
一
七
四
五
）
ら
琉
球
の
名
だ
た
る
学
者
が
作
詩
し
て
贈
呈
し

（
一
七
二
一
年
、
享
保
六
）

等
と
、
文
事
の
交
流
が
延
々
と

…
…

続
い
た
か
ら
で
あ
る[

]

。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
、
順
則
ら
に
と
っ

20

て
単
な
る
風
流
事
で
は
な
く
、
王
国
と
し
て
な
い
が
し
ろ
に
で
き

な
い
薩
摩
藩
が
介
在
し
た
重
要
な
責
務
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
、
順
則
が
近
衛
家
煕
に
贈
っ
た
「
孔
林
楷
杯
」

こ
う
り
ん
か
い
は
い

と
は
、
実
は
彼
が
「
江
戸
立
ち
」
に
先
立
つ
四
度
目
の
渡
唐
の
お

り
、
先
述
し
た
山
東
曲
阜
の
孔
子
廟
に
詣
で
た
際
、
孔
子
一
族
の

墓
地
（
孔
林
）
に
あ
っ
た
楷
の
木
根
の
塊
を
ひ
と
つ
持
ち
帰
っ
て

か
い

き
て
い
た
も
の
を
、
内
側
を
金
色
に
塗
っ
て
「
杯
」
に
し
た
て
た

も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
れ
を
贈
ら
れ
た
近
衛
家
煕
は
飲
酒
を
嗜

ま
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
裏
返
し
に
し
て
「
木
假
山
」
と
し
て

も
く

か

ざ
ん

愛
玩
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
家
煕
は
こ
の
、「
杯
」
転
じ
て

「
木
假
山
」
と
な
っ
た
経
緯
に
興
を
起
こ
し
た
の
か
、
こ
と
の
由

来
も
記
し
た
「
木
假
山
記
」
の
執
筆
を
程
順
則
に
依
頼
し
、
琉
球

王
府
は
蔡
温
に
そ
れ
を
書
か
せ
、
京
都
に
送
っ
た
と
い
う
経
緯
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
際
も
仲
立
ち
、
周
旋
を
し
た
の
は
薩
摩
藩

で
あ
っ
た
。

程
順
則
の
「
江
戸
行
き
」
は
か
く
し
て
多
忙
な
「
旅
」
で
あ
っ

た
。
彼
は
王
国
を
代
表
す
る
外
交
官
と
し
て
、
詩
人
と
し
て
、
な

す
べ
き
こ
と
を
な
し
、
日
本
に
も
そ
の
名
を
馳
せ
た
の
で
あ
る
。

五

晩
年
の
程
順
則

程
順
則
は
江
戸
か
ら
帰
っ
て
か
ら
も
多
忙
で
あ
っ
た
。
帰
国
の

年
に
は
琉
球
の
天
妃
宮
（
媽
祖
廟
）
に
自
ら
資
金
を
出
し
て
二
神

て
ん

ぴ

ま

そ
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将
像
（
千
里
眼
と

順

風
耳
）
を
建
立
、
翌
一
七
一
六
年
に
は
「
琉

じ
ゆ
ん
ぷ
う

じ

球
國
創
建
関
帝
廟
記
」
等
を
著
し
、
一
七
一
八
年
に
は
儒
学
の
学

校
「
明
倫
堂
」
創
建
を
建
議
し
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

翌
年
（
一
七
一
九
年
）
に
は
春
秋
の
釈
奠
を
礼
に
則
っ
て
行
い
、

同
年
に
は
ま
た
「
冠
舟
諸
事
考
並
び
に
御
用
意
方
」
と
し
て
、
総

人
数
六
四
九
人
か
ら
な
る
冊
封
使
一
行
の
接
待
役
と
な
り
、
一
七

二
〇
年
春
、
そ
の
任
を
終
え
る
や
い
な
や
、
二
月
に
は
五
回
目
の

「
唐
旅
」
に
従
事
し
て
北
京
に
赴
く
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
程
順
則
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
ま

ず
な
に
よ
り
彼
は
、「
名
護
聖
人
」
と
敬
称
さ
れ
た
ご
と
く
、
民
の

教
化
に
努
め
た
人
格
者
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
。
後
に
、
琉
球
王

国
末
期
の
「
脱
清
人
」
の
ひ
と
り
、
蔡
大
鼎
（
一
八
二
三
～
？
）

さ
い
た
い
て
い

が
彼
の
「
伝
」
を
記
し
「
康
煕
年
間
、
本
鄕
に
程
公
寵
文
な
る
者

あ
り
。
資
質
既
に
高
く
、
學
力
又
到
る
。
德
は
人
表
に
足
り
、
恩

は
人
心
を
結
ぶ
に
足
る
。
君
子
の
望
に
し
て
聖
人
の
徒
と
為
る
者

と
謂
ふ
べ
し
」[

]

と
顕
彰
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
評
価
に
つ
な
が

21

る
程
順
則
像
で
あ
る
。

彼
が
最
後
の
役
職
「
名
護
間
切
總
地
頭
職
」
に
つ
い
た
の
は
一

ま

ぎ
り

七
二
八
年
（
尚
敬
一
六
）
、
そ
の
翌
年
、
順
則
六
十
七
歳
の
と
き
に

は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
四
男
允
升
が
山
東
省
で
公
務
中
に

客
死
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
彼
は
早
く
に
妻
を
亡
く
し
、

実
弟
を
中
国
か
ら
帰
途
の
海
上
遭
難
で
亡
く
し
、
そ
の
同
じ
年
に
、

三
男
、
長
男
、
次
男
が
相
次
い
で
夭
逝
し
、
こ
の
年
つ
い
に
四
男

も
公
務
中
の
中
国
で
亡
く
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
年
老
い
て

孤
独
の
人
と
な
っ
た
彼
が
没
し
た
の
は
一
七
三
四
年
、
享
年
七
十

二
で
あ
っ
た
。

程
順
則
が
た
だ
一
人
残
っ
た
四
男
を
亡
く
し
た
際
、
彼
の
嘆
き

を
慰
謝
す
る
、
二
十
歳
年
下
の
友
人
蔡
温
か
ら
の
手
紙
（
の
草

稿
？
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
順
則
か
ら
蔡
温
の
も
と
に
届
い
た
手

紙
に
「
哀
悼
尤
怒
の
意
」
が
見
え
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
蔡
温
は
、

「
窃
か
に
想
ふ
に
、
壬
午
の
歳
三
月
、
足
下
の
第
三
子
搏
雲
、
病

に
染
み
て
竟
に
亡
じ
、
長
子
搏
九
、
幾
月
を
隔
て
て
逝
き
、
第
二

子
搏
万
、
又
机
（
幾
）
ば
く
を
歴
て
斃
す
。
唯
第
四
搏
霄
、
長
じ

い
く

て
康
健
な
り
し
に
、
詎
ぞ
想
は
ん
、
己
酉
の
歳
出
使
し
て
京
に
赴

な
ん

き
し
時
、
又
半
途
に
在
り
て
病
故
せ
ん
と
は
、
四
子
倶
に
不
幸
に

し
て
短
命
、
足
下
に
先
ん
じ
て
亡
ず
。
是
の
歳
、
貢
船
の
帰
る
に

因
り
て
既
に
訃
音
を
聞
き
、
深
く
之
が
為
に
嗟
嘆
す
。
是
れ
誠
に

人
家
の
最
凶
な
る
も
の
に
し
て
人
情
の
当
に
深
く
悼
む
も
の
な
り
。

然
れ
ど
も
吉
凶
禍
福
は
之
を
致
す
こ
と
莫
く
し
て
至
る
も
の
は
命

な

な
り
。
君
子
は
必
ず
命
を
天
に
俟
ち
苟
も
疑
は
ず
。
豈
に
尤
怒
の

ま

理
有
ら
ん
や
」
云
々
と
、
順
則
の
気
持
ち
を
慰
謝
す
る
こ
と
に
つ

と
め
て
い
る[

]

。

22

琉
球
を
代
表
す
る
儒
者
と
し
て
並
び
評
さ
れ
る
程
順
則
と
蔡
温

に
つ
い
て
は
、
対
照
的
な
琉
歌
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
程
順
則
の
「
ほ

め
ら
れ
も
す
か
ぬ

そ
し
ら
れ
も
好
か
ぬ

浮
世
な
だ
や
す
く

う
ち

ゆ

渡
り
ぼ
し
や
の
」
と
い
う
歌
に
対
し
、「
ほ
ま
れ
そ
し
ら
れ
や

世ゆ

の
中
の
習
ひ

沙
汰
も
な
い
ぬ
者
の

何
役
立
ち
ゆ
が
」
と
い
う

ぬ

や
く

蔡
温
の
歌
が
そ
れ
で
あ
る
。「
毀
誉
褒
貶
は
世
の
習
い
、
世
に
取
り

沙
汰
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
程
度
の
者
は
役
に
も
立
た
な
い
」
と
す

る
蔡
温
と
、
「
褒
め
ら
れ
る
こ
と
も
好
ま
ぬ
、
誹
ら
れ
る
こ
と
も
好
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ま
ぬ
、
平
穏
に
生
き
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
程
順
則
の
歌
で
あ
る
。

二
人
に
対
す
る
世
の
評
価
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
よ
う
な
、
い
さ

さ
か
で
き
す
ぎ
の
感
も
あ
る
歌
で
あ
る
が
、
彼
の
辛
苦
に
満
ち
た

「
旅
」
の
生
涯
、
恵
ま
れ
な
か
っ
た
家
庭
生
活
に
思
い
を
馳
せ
れ

ば
、
程
順
則
の
生
涯
が
け
っ
し
て
「
浮
世
な
だ
や
す
く

渡
り
ぼ

し
や
の
」
を
実
現
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

彼
は
蔡
温
の
よ
う
に
、
儒
学
に
関
す
る
深
い
洞
察
を
残
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
政
治
家
と
し
て
王
国
経
営
の
中
心
に
居
た
わ
け
で

も
な
い
。
彼
が
生
き
た
世
界
は
、
外
交
の
篤
実
な
履
行
と
儒
教
道

徳
の
普
及
に
あ
り
、
詩
文
を
介
し
た
文
人
間
の
交
際
に
あ
り
、
海

域
を
越
え
た
文
化
の
伝
達
に
あ
っ
た
。

程
順
則
は
、
清
と
日
本
の
は
ざ
ま
に
生
き
る
琉
球
知
識
人
の
矜

持
を
、
そ
の
生
涯
を
か
け
て
示
し
た
人
で
あ
っ
た
。

注

[

１]

程
順
則
の
生
涯
を
概
観
し
た
も
の
と
し
て
、
眞
境
名
安
興
「
教
育
界

の
偉
人
・
程
順
則
」
（
伊
波
普
猷
・
眞
境
名
安
興
『
琉
球
之
五
偉
人
』

小
澤
書
店
、
一
九
一
六
年
、
所
収
）
、
眞
栄
田
義
見
『
名
護
親
方
程
順

則
評
傳
』
沖
縄
印
刷
団
地
出
版
部
、
一
九
八
二
年
、
名
護
市
史
編
さ
ん

室
編
『
名
護
親
方
程
順
則
資
料
集
・
１

ー
人
物
・
伝
記
編
ー
』
名
護

市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
、
ほ
か
が
あ
る
。

[

２]

本
稿
中
、
程
順
則
『
家
譜
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
程
氏
家
譜
』
（
那
覇

市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
』[

資
料
編
、
第

巻

、
家

1

6

譜
資
料
二
（
下
）]

那
覇
市
、
一
九
八
〇
年
、
所
収
、
原
漢
文
）
に
よ

る
。
書
き
下
し
は
筆
者
。

[

３]

沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
歴
代
宝
案

訳
注
本
第
一
冊
』

沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年
、
三
五
二
～
三
五
三
頁
。

[

４]

『
雪
堂
燕
遊
艸
』
か
ら
の
引
用
は
、
上
里
賢
一
編
『
校
訂
本

中
山

詩
文
集
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
に
よ
る
。
書
き
下
し
は

筆
者
。

[

５]

鄔
揚
華
『
「
徐
葆
光

奉
使
琉
球
詩

舶
中
集
」
詳
解
』
出
版
舎M

u
g

e
n

、
二
〇
一
〇
年
、
六
三
頁
。
書
き
下
し
は
筆
者
。

[

６]

上
里
賢
一
『
久
米
村
と
漢
詩
』
（
上
）
久
米
村
崇
聖
会
、
二
〇
一
八

年
、
九
頁
。
な
お
、
程
順
則
の
詩
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
上
里
賢
一
『
久

米
村
と
漢
詩
』（
上
）（
下
）
お
よ
び
、
島
尻
勝
太
郎
選
、
上
里
賢
一
注

釈
『
琉
球
漢
詩
選
』[

お
き
な
わ
文
庫]

、
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
九
〇

49

年
、
ほ
か
上
里
氏
の
諸
研
究
か
ら
多
く
の
教
示
を
得
た
。

[

７]

前
掲
『
校
訂
本

中
山
詩
文
集
』、
一
六
一
頁
。

[

８]

岡
田
英
弘
『
〈
清
朝
史
叢
書
〉
大
清
帝
国
隆
盛
期
の
実
像
ー
第
四
代

康
煕
帝
の
手
紙
か
ら

1
6
6
1

ー1
7
2
2

』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
参

照
。
上
里
賢
一
は
こ
の
詩
が
描
き
出
し
た
光
景
を
、
『
清
史
稿
』
中
の

記
述
や
岡
田
英
弘
『
康
煕
帝
の
手
紙
』
（[

中
公
新
書]

一
九
七
九
年
）

中
の
議
論
と
、
詩
題
の
「
中
秋
」
と
詩
の
中
身
と
を
あ
わ
せ
考
え
て
「
（
岡

田
氏
の
説
く
よ
う
に
）
ガ
ル
ダ
ン
征
伐
か
ら
の
皇
帝
の
帰
還
を
七
月
と

し
、
そ
れ
か
ら
八
月
二
四
日
に
程
順
則
一
行
が
北
京
に
入
場
し
た
頃
、

皇
帝
一
行
に
遅
れ
て
帰
還
し
た
師
団
が
あ
り
、
そ
れ
を
迎
え
る
様
子
と

見
た
方
が
自
然
な
よ
う
だ
」
と
し
て
い
る(

前
掲
『
琉
球
漢
詩
選
』
四

九
頁)

。

[

９]

齋
藤
希
史
『
漢
文
ス
タ
イ
ル
』
羽
鳥
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
五

頁
。
服
部
南
郭
の
「
辺
塞
詩
」
に
関
し
て
は
、
日
野
龍
夫
『
徂
徠
学
派
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ー
儒
学
か
ら
文
学
へ
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
、
が
先
駆
的
に
論
じ
、

揖
斐
高
『
江
戸
詩
歌
論
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、
に
も
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

[
]

前
掲
『
校
訂
本

中
山
詩
文
集
』、
一
七
二
～
一
七
三
頁
。

10

[
]

上
里
賢
一
「
程
順
則
の
父
と
子
ー
程
順
則
の
情
愛
と
苦
悩
ー
」
『
日

11
本
東
洋
文
化
論
集
：
琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要
』
第

号
、
二
〇
〇
六

12

年
、
も
参
照
さ
れ
た
い
。

[
]

陳
元
輔
と
程
順
則
ほ
か
福
州
に
滞
在
し
た
琉
球
人
と
の
交
流
に
関
し

12
て
は
、
上
里
賢
一
「
陳
元
輔
の
漢
詩
と
琉
球
ー
『
枕
山
楼
詩
集
』
を
中

心
に
し
て
ー
」
『
歴
代
宝
案
研
究
』
第

号
、
一
九
九
九
年
、
季
龍
飛

10

「
清
代
福
州
柔
遠
駅
に
お
け
る
文
人
交
流
ー
康
煕
年
間
、
陳
元
輔
を
起

点
と
し
て
ー
」[

琉
球
大
学
学
位
論
文]
二
〇
二
〇
年
（
琉
球
大
学
学
術

リ
ポ
ジ
ト
リ
）、
を
参
照
。

[
]

前
掲
、
上
里
賢
一
『
久
米
村
と
漢
詩
』
（
上
）
、
一
一
九
～
一
二
一
頁

13
か
ら
引
用
。
書
き
下
し
は
、
上
里
氏
の
も
の
を
参
照
し
つ
つ
筆
者
に
よ

る
。

[
]

「
正
議
大
夫
」
は
久
米
村
人
に
与
え
ら
れ
た
官
位
。
中
国
へ
の
進
貢

14
の
際
、
進
貢
正
議
大
夫
（
進
貢
副
使
）
と
な
る
役
職
。
進
貢
正
議
大
夫

の
職
を
へ
て
紫
冠
を
戴
く
。
紫
冠
の
正
議
大
夫
と
な
り
、
再
度
謝
恩
使
、

慶
賀
使
の
副
使
を
拝
命
し
た
者
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
等
の
功
績
有
る

者
が
、
久
米
村
最
高
位
で
あ
る
「
紫
金
大
夫
」
に
任
命
さ
れ
る
（
『
沖

縄
大
百
科
事
典
』
（
中
巻
）
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
、
五
四

五
頁
、
二
八
八
頁
）
。

[
]

前
掲
『
程
氏
家
譜
』
所
収
の
原
文
に
よ
る
。
以
下
、『
廟
学
紀
略
（
畧
）
』

15
全
文
と
試
み
の
書
き
下
し
を
付
す
。

※
程
順
則
『
廟
學
紀
畧
』[

原
文]

琉
球
國
僻
處
海
外
、
風
俗
質
朴
。
自
明
初
通
中
朝
、
膺
王
爵
。
時
王
子

洎
陪
臣
子
弟
、
始
入
太
學
。
至
洪
武
二
十
五
年
、
復
遣
閩
人
三
十
六
姓

徃
鐸
焉
。
雖
東
魯
之
教
澤
漸
濡
、
而
尼
山
之
儀
容
未
覩
。
及
萬
暦
間
、

紫
金
大
夫
蔡
堅
始
繪
聖
像
祀
於
家
。
望
之
儼
然
、
令
人
興
仰
止
之
思
。

嗣
而
紫
金
大
夫
金
正
春
、
恐
家
祀
近
褻
非
尊
聖
重
道
意
、
於
康
熙
十
一

年
請
立
廟
。
王
充
其
議
、
廼
卜
地
久
米
村
、
至
康
熙
十
三
年
、
令
匠
氏

庀
材
、
不
日
成
之
。
越
明
年
塑
像
於
廟
、
又
明
年
行
春
秋
釋
菜
禮
。
既

新
輪
奐
復
肅
爼
豆
、
恍
如
登
闕
里
之
堂
、
躬
逢
其
盛
也
。
創
始
之
功
洵

不
祧
矣
。
續
於
康
熙
二
十
二
年
、
蒙
冊
封
正
使
翰
林
院
檢
討
汪
公
、
副

使
内
閣
中
書
舎
人
林
公
、
齎
到
御
書
中
山
世
土
四
大
字
賜
王
。
復
奏
允

陪
臣
子
弟
入
國
子
監
讀
書
均
異
數
也
。
然
皆
立
廟
以
後
事
、
可
知
崇
聖

教
。
卽
邀
帝
眷
、
其
理
微
矣
。
從
此
睿
藻
輝
煌
、
如
賭
龍
文
鳳
彩
。
監

生
歸
國
與
人
言
孝
言
忠
。
孰
非
聖
澤
之
所
及
者
遠
且
大
耶
。
順
則
仰
瞻

曠
典
、
感
激
懽
忭
。
載
筆
特
書
、
以
誌
一
時
之
盛
云
。
按
興
學
之
始
例
、

延
中
國
大
儒
教
授
生
徒
。
如
明
毛
擎
台
諱
鼎
、
曾
得
魯
、
張
五
官
、
楊

明
州
四
先
生
、
至
今
國
人
能
道
之
。
夫
木
有
根
本
、
學
有
淵
源
。
四
先

生
教
澤
及
我
國
炳
若
日
星
。
及
今
弗
紀
後
将
無
傳
之
者
。
至
於
四
先
生

以
前
、
則
不
可
考
矣
。
順
則
不
敢
以
疑
似
漫
筆
、
亦
信
則
傳
之
、
疑
則

闕
之
之
意
也
。
或
從
成
均
歸
命
、
主
師
席
者
、
亦
間
有
之
。
又
按
舊
例
、

以
紫
金
大
夫
一
員
司
教
、
毎
旬
三
六
九
日
、
詣
講
堂
稽
察
諸
生
勤
惰
、

兼
理
中
國
往
來
貢
典
幷
參
贊
大
禮
。
歴
年
久
遠
者
無
從
記
其
姓
氏
。
今

所
可
考
者
、
明
萬
暦
間
、
鄭
迵
以
官
生
入
監
、
返
國
後
授
長
史
、
旋
擢

斯
職
。
其
後
則
有
蔡
堅
、
金
正
春
、
鄭
思
善
、
周
國
俊
（
國
俊
以
正
議

大
夫
、
授
紫
金
大
夫
職
）
、
王
明
佐
、
蔡
國
器
、
蔡
鐸
為
之
。
又
按
金
正
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春
司
教
時
、
令
周
國
俊
講
解
經
学
、
續
奉
王
諭
止
於
久
米
村
内
。
無
論

大
夫
、
都
通
事
及
通
事
等
、
中
擇
文
理
精
通
者
一
人
為
講
解
師
。
始
於

鄭
弘
良
、
繼
則
曾
夔
（
原
名
益
、
避
王
世
孫
諱
改
今
名
）、
鄭
明
良
、
蔡
應

瑞
、
蔡
肇
功
、
程
順
則
、
梁
津
、
王
可
章
、
鄭
士
綸
、
節
次
為
之
。
又

擇
句
讀
鮮
明
者
一
人
為
訓
詁
師
。
始
於
鄭
永
安
、
繼
則
鄭
明
良
、
王
可

法
、
蔡
應
祥
、
蔡
灼
、
鄭
士
綸
、
林
謙
、
梁
承
宗
節
次
為
之
。
於
康
煕

二
十
二
年
荷
冊
封
天
使
汪
公
、
林
公
奏
允
該
國
官
生
入
國
學
以
沾
同
文

之
化
。
王
乃
以
梁
成
楫
、
阮
維
新
、
蔡
文
溥
應
詔
及
奉
旨
歸
國
後
、
即

令
為
講
解
訓
詁
之
師
、
三
人
更
番
為
之
。
厥
後
又
有
程
順
性
、
周
新
命

為
講
解
師
、
蔡
文
漢
、
蔡
温
、
陳
其
湘
、
蔡
績
、
梁
天
驥
、
為
訓
詁
師

繼
此
。
而
主
師
席
者
、
歳
月
云
遙
、
姓
名
不
一
、
是
所
望
於
後
之
君
子

秉
筆
續
紀
、
則
中
山
一
氈
可
綿
綿
弗
替
矣
。
順
則
夙
稟
魯
鈍
、
淺
見
寡

聞
、
讀
書
窮
理
、
有
志
未
逮
。
第
思
聖
所
以
垂
訓
萬
世
者
也
、
師
所
以

傳
道
解
惑
者
也
。
今
喜
王
尊
聖
隆
師
、
諸
大
夫
崇
儒
重
道
以
仰
副
聖
天

子
教
化
無
外
至
意
。
故
将
建
廟
興
學
顛
末
竝
記
於
此
。
峕
康
煕
四
十
有

五
年
歳
次
丙
戌
仲
冬
望
後
三
日
、
中
山
王
府
進
貢
正
議
大
夫
後
學
程
順

則
謹
識
。

※[

書
き
下
し]

琉
球
國
は
海
外
に
僻
處
し
、
風
俗
は
質
朴
な
り
。
明
初
、
中
朝
に
通
じ

て
よ
り
、
王
爵
を
膺
く
。
時
に
王
子
、
洎
び
陪
臣
の
子
弟
、
始
め
て

う

お
よ

太
學
に
入
る
。
洪
武
二
十
五
年
に
至
り
、
復
た
閩
人
三
十
六
姓
を
遣
は

し
て
徃
き
て
鐸
せ
し
む
。
東
魯
の
教
澤
漸
く

濡

ふ
と
雖
も
、
尼
山
の

た
く

う
る
お

じ

ざ
ん

儀
容
未
だ
覩
ず
。
萬
暦
間
に
及
び
て
、
紫
金
大
夫
蔡
堅
、
始
め
て
聖
像

み

を
繪
か
せ
家
に
祀
る
。
之
を
望
め
ば
儼
然
と
し
て
、
人
を
し
て
仰
止
の

思
ひ
を
興
さ
し
む
。
嗣
い
で
紫
金
大
夫
、
金
正
春
、
家
に
祀
る
の
褻
に

近
づ
き
聖
を
尊
び
道
を
重
ん
じ
る
の
意
に
非
ざ
る
こ
と
を
恐
れ
、
康
熙

十
一
年
、
廟
を
立
て
ん
こ
と
を
請
ふ
。
王
、
其
の
議
を
充
し
、
廼
ち
地

ゆ
る

を
久
米
村
に
卜
し
、
康
熙
十
三
年
に
至
り
、
匠
氏
に
令
し
て
材
を
庀そ
な

へ
、
日
な
ら
ず
し
て
之
を
成
す
。
越
え
て
明
年
、
廟
に
像
を
塑
し
、
又

明
年
、
春
秋
釋
菜
の
禮
を
行
ふ
。
既
に
輪
奐
を
新
た
に
し
復
た
爼
豆

り
ん
か
ん

そ

と
う

を

肅

へ
、
恍
と
し
て
闕
里
の
堂
に
登
る
が
如
く
、

躬

ら
其
の
盛
に

と
と
の

け
つ

り

み
づ
か

逢
ふ
な
り
。
創
始
の
功
、

洵

に
不

祧

た
り
。
續
い
て
康
熙
二
十
二

ま
こ
と

ふ

ち
よ
う

年
、
冊
封
使
翰
林
院
檢
討
汪
公
、
副
使
内
閣
中
書
舎
人
林
公
、
御
書
中

山
世
土
四
大
字
を

齎

し
到
り
王
に
賜
ふ
こ
と
を

蒙

る
。
復
た
奏
し

も
た
ら

こ
う
む

て
陪
臣
子
弟
の
國
子
監
に
入
り
讀
書
す
る
を
允
す
。
均
し
く
異
數
な

ゆ
る

り
。
然
し
て
皆
、
立
廟
以
後
の
事
、
聖
教
を
崇
ぶ
を
知
る
べ
し
。
卽
ち

帝
の
眷
を
邀
へ
、
其
の
理
微
な
り
。
此
れ
よ
り
睿
藻
輝
煌
と
し
て
龍

け
ん

む
か

え
い
そ
う

き

こ
う

文
鳳
彩
を
賭
る
が
如
し
。
監
生
歸
國
し
、
人
と
孝
を
言
ひ
忠
を
言
ふ
。

孰
か
聖
澤
の
及
ぶ
所
の
者
、
遠
か
つ
大
な
る
に
非
ざ
ら
ん
や
。
順
則
、

曠
典
を
仰
ぎ
瞻
、
感
激
懽
忭
す
。
載
筆
特
書
し
、
以
て
一
時
の
盛
を

こ
う
て
ん

み

か
ん
べ
ん

誌
し
て
云
ふ
。
按
ず
る
に
興
學
の
始
例
、
中
國
の
大
儒
を
延
き
て
生

ま
ね

徒
に
教
授
す
。
明
の
毛
擎
台
諱
鼎
、
曾
得
魯
、
張
五
官
、
楊
明
州
の

も
う
け
い
だ
い

四
先
生
の
如
き
は
、
今
に
至
り
て
國
人
能
く
之
を
道
ふ
。
夫
れ
木
に
根

い

本
有
り
、
學
に
淵
源
有
り
。
四
先
生
の
教
澤
我
が
國
に
及
び
て
炳
と
し

へ
い

て
日
星
の
若
し
。
今
に
及
び
て
紀
せ
ざ
れ
ば
、
後
、
将
に
之
を
傳
ふ
る

ご
と

者
無
か
ら
ん
と
す
。
四
先
生
以
前
に
至
り
て
は
、
則
ち
考
ふ
べ
か
ら
ず
。

順
則
敢
へ
て
疑
似
を
以
て
漫
筆
せ
ず
、
亦
た
信
ず
れ
ば
則
ち
之
を
傳
へ
、

疑
は
ば
則
ち
之
を
闕
く
の
意
な
り
。
或
ひ
は
成
均
よ
り
歸
命
し
、
師
席

か

を

主

る
者
、
亦
た
間
ゝ
之
有
り
。
又
舊
例
を
按
ず
る
に
、
紫
金
大
夫

つ
か
さ

一
員
を
以
て
司
教
と
し
、
毎
旬
三
・
六
・
九
日
、
講
堂
に
詣
り
諸
生
の
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勤
惰
を
稽
察
せ
し
め
、
兼
ね
て
中
國
往
來
の
貢
典
を
理
め
、
幷
び
に

お
さ

大
禮
を
參
贊
せ
し
む
。
歴
年
久
遠
な
る
者
、
其
の
姓
氏
を
從
り
て
記
す

る
無
し
。
今
考
ふ
べ
き
所
の
者
、
明
の
萬
暦
間
、
鄭
迵
官
生
を
以
て

て
い
ど
う

入
監
し
、
國
に
返
り
て
後
、
長
史
を
授
け
ら
れ
、
旋
た
斯
職
に

擢

ま

ぬ
き
ん
で

ら
る
。
其
の
後
は
則
ち
蔡
堅
、
金
正
春
、
鄭
思
善
、
周
國
俊
（
國
俊
、

正
議
大
夫
を
以
て
紫
金
大
夫
職
を
授
け
ら
る
）
、
王
明
佐
、
蔡
國
器
、
蔡
鐸
、

之
を
為
す
有
り
。
又
按
ず
る
に
金
正
春
、
司
教
の
時
、
周
國
俊
を
し
て

經
學
を
講
解
せ
し
め
、
續
い
て
王
諭
を
奉
じ
て
久
米
村
内
に
止
む
。
大

夫
、
都
通
事
及
び
通
事
等
を
論
じ
ず
、
中
に
文
理
精
通
な
る
者
一
人
を

擇
ん
で
講
解
師
と
為
す
。
鄭
弘
良
に
始
ま
り
、
繼
い
で
則
ち
曾
夔
（
原

そ
う

き

名
益
、
王
世
孫
の
諱
を
避
け
今
の
名
に
改
む
）
、
鄭
明
良
、
蔡
應
瑞
、
蔡
肇

功
、
程
順
則
、
梁
津
、
王
可
章
、
鄭
士
綸
、
節
次
に
之
を
為
す
。
又
、

句
讀
鮮
明
な
る
者
一
人
を
擇
ん
で
訓
詁
師
と
為
す
。
鄭
永
安
に
始
ま
り
、

繼
い
で
則
ち
鄭
明
良
、
王
可
法
、
蔡
應
祥
、
蔡
灼
、
鄭
士
綸
、
林
謙
、

梁
承
宗
、
節
次
に
之
を
為
す
。
康
煕
二
十
二
年
に
お
い
て
冊
封
を
荷に
な

ひ
し
天
使
汪
公
、
林
公
、
該
國
の
官
生
國
學
に
入
り
て
同
文
の
化
を
沾

さ
ん
こ
と
を
允
す
を
奏
す
。
王
乃
ち

梁

成

楫

、
阮
維
新
、
蔡
文
溥

ゆ
る

り
よ
う
せ
い
し
ゆ
う

さ
い
ぶ
ん

ぷ

を
以
て
詔
に
應
じ
、
旨
を
奉
じ
て
歸
國
す
る
に
及
ん
で
後
、
即
ち
令
し

て
講
解
訓
詁
の
師
と
為
し
、
三
人
番
を
更
へ
て
之
を
為
す
。
厥
の
後
、

そ

又
、
程
順
性
、
周
新
命
、
講
解
師
と
為
り
、
蔡
文
漢
、
蔡
温
、
陳
其
湘
、

蔡
績
、

梁

天
驥
、
訓
詁
師
と
為
る
こ
と
有
り
て
此
れ
を
繼
ぐ
。
而
し

り
よ
う
て
ん

き

て
師
席
を

主

る
者
、
歳
月
云
遙
、
姓
名
一
な
ら
ず
、
是
れ
後
の
君

つ
か
さ
ど

う
ん
よ
う

子
に
望
む
所
に
し
て
、
筆
を
秉
り
紀
を
續
く
れ
ば
、
則
ち
中
山
一
た
び
氈

と

し

か
れ
綿
綿
と
し
て
替
ら
ざ
る
べ
し
。
順
則
夙
に
稟
は
魯
鈍
、
淺
見
寡
聞

に
し
て
、
讀
書
窮
理
に
志
有
れ
ど
も
未
だ
逮
ば
ず
。
第
だ
聖
の
萬
世
に

お
よ

た

垂
訓
す
る
所
以
の
者
を
思
ふ
な
り
。
師
は
道
を
傳
へ
惑
ひ
を
解
く
所
以

の
者
な
り
。
今
、
王
、
聖
を
尊
び
師
を
隆
ん
に
し
、
諸
大
夫
、
儒
を
崇

び
道
を
重
ん
じ
以
て
聖
天
子
の
教
化
、
無
外
至
意
に
仰
ぎ
副
ふ
を
喜
ぶ
。

そ

故
に
将
に
廟
を
建
て
學
を
興
す
の
顛
末
、
並
び
て
此
に
記
す
。
峕
に
康

と
き

煕
四
十
有
五
年
、
歳
次
丙
戌
仲
冬
望
後
三
日
、
中
山
王
府
進
貢
正
議
大

夫
後
學
程
順
則
謹
ん
で
識
す
。

[
]

『
中
山
傳
信
録
』（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史
』[

資

16
料
編
、
第

巻

、
冊
封
使
録
関
係
資
料
（
原
文
編
）]

那
覇
市
、
一

1

3

九
七
七
年
）、
八
二
頁
。

[
]

）
『
折
た
く
柴
の
記
』
羽
仁
五
郎
校
訂
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
九
年
、

17
二
三
一
～
二
三
三
頁
。

[
]

宮
崎
道
生
『
新
井
白
石
の
洋
学
と
海
外
知
識
』
「
第
二
部
、
第
四
章
、

18
琉
球
研
究
と
そ
の
知
識
」
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
、
三
二
八
～

三
六
一
頁
。『
白
石
先
生
琉
人
問
対
』
原
文
復
刻
も
同
書
。

[
]

前
掲
『
折
た
く
柴
の
記
』
、
一
二
六
頁
。

19

[
]

沖
縄
県
立
博
物
館
「
特
別
展
示
朝
薫
踊
り
順
則
詩
う
ー
琉
球
王
国
時

20
代
の
偉
人
」
展
「
図
録
」、
二
〇
一
九
年
、
外
間
み
ど
り
ほ
か
「
〈
調
査

報
告
〉
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
蔵
琉
球
関
係
資
料
に
つ
い
て
」
沖
縄

県
教
育
委
員
会
『
沖
縄
史
料
編
集
紀
要
』
第

号
、
二
〇
一
九
年
、
ほ

42

か
参
照
。

[
]

「
程
公
寵
文
傳
序
」
『
續
欽
思
堂
集
』
（
高
津
孝
・
陳
捷
主
編
『
琉
球

21
王
國
漢
文
文
獻
集
成
』
第
二
十
九
冊
、
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
、
五
三
～
五
四
頁
）。
書
き
下
し
は
筆
者
。

[
]

「
答
程
大
夫
寵
文
書
」
『
琉
球
詠
詩
』
（
前
掲
『
琉
球
王
國
漢
文
文
獻

22
集
成
』
第
三
十
一
冊
、
五
四
～
五
五
頁
）。
書
き
下
し
は
筆
者
。
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